最終更新　2012.2.7
11  Ngraphを用いたグラフ作成

 目的

　グラフ作成用ソフトウェアとして最も使われているのは恐らくExcelでしょう。Excelで間に合うことが多いのですが、Excelでは理系のグラフ作成には不便な面もあります。例えば、大量のデータを扱うには不向きですし、任意の関数でフィッティングする（ソルバーアドインを使って2乗誤差を最小化する）のは少し厄介です。
　ここでは、Ngraphというグラフ作成ソフトウェアを用いて、理系のグラフ作成のノウハウを習得します。

11.1  Ngraphとは
　Ngraphは石坂智氏が作成された老舗のグラフ作成用ソフトです。1990年にフリーウェアとしてMS-DOS版が発表され、1998年にWindows版が発表されました。LinuxやFreeBSDでも動作します。かつてはWindows版のみシェアウェア（3000円）でしたが、2010年4月から全てのバージョンがフリーになりました。
11.2  Ngraphのマニュアル
　雑誌Unix Userの1999年8～10月号に「Ngraphを使ってグラフの達人になろう」という記事が掲載されました。作者のサイト


http://www2e.biglobe.ne.jp/~isizaka/manual.htm
で公開されているので、これをダウンロードするとマニュアルの代わりとなります。ただし、この記事はUnix版Ngraph ver. 6.3に基づいて書かれているので、Windows版Ngraphとは若干体裁が異なる部分があります。
11.3  Ngraphのインストール

　作者のサイトからngw6353.zipをダウンロードしてどこかのフォルダに置いて下さい。ngw6353.zipをダブルクリックするとngw6353という名前のフォルダが自動生成され、その中にファイルが展開されます。
　ngw6353フォルダの中のngraph.exeをダブルクリックするとNgraphが起動します。

11.4  覚え書き
◆ グラフの描画
　Ngraphでは設定を変更しても大抵の場合、グラフは再描画されません。「Draw」ボタンを押す必要があります。

◆ データの概念

　Ngraphでは一組のデータは「点を打つ」か「線で結ぶ」のどちらかにしか使えません。データの点をプロットし、それを線で結ぶ場合、次のように指定します。
　　　1. データに基づいて点をプロットする

　　　2. 同一データに基づいて線を描く

　このように一組のデータを複数回使ってグラフを作成します。データを右クリックして「Duplicate」を選ぶとデータを複製することができます。描く順序を変えたい場合は、右クリックして「Down」「Up」を選びます。
◆ 軸の設定

　tics（軸に付けるヒゲ）は3種類の長さがあります。「増分」は「長さ2のtics」の増分を指定します。「分割数」は「長さ2のtics」の1区間を何分割するかを指定します。分割した箇所に「長さ1のtics」が描かれます。分割数を0に設定するとNgraphが自動的に判断します。「長さ3のtics」は軸の数値が0のようにきりの良い場所に描かれ、その場所はNgraphが自動判別するようです。

　目盛数字をどの場所につけるかはNgraphが自動判定します。「長さ2のtics」の全ての場所に数字を描きたい場合は、軸をクリックして出現するウィンドウの「目盛数字」のボタンをクリックし「間隔」を1に設定します。
◆ 画面の拡大縮小

　左側の一番下のアイコンをクリックした後、左クリックで拡大、右クリックで縮小します。
◆ データのマスク

　左側の下から2番目の「データ評価」アイコンをクリックした後、データ点付近でクリックするか、ドラッグして範囲指定すると、データの数字がリストボックスに表示されます。マークをプロットしてそれを線で結んでいる場合は、データファイルを2回使っているので、2回分の数字が表示されます。そのデータをマスクする（除外する）場合は、「マスクしたいデータIDの行を選択」した後、「Mask」ボタンを押します。「Draw」を実行するとマスクしたデータは存在しないものとして扱われます。
　マスクの設定を解除したい場合は、Data Windowのウィンドウでデータをダブルクリックし、「Mask」ボタンを押して、マスク行をクリックした後、削除ボタンを押します。

◆ フィッティング

　プロットタイプにfitを選びます。「フィット」のボタンを押すと、フィットさせる数式を選べます。あらかじめ用意されている関数としては、多項式、指数関数などがあります。

　ユーザー定義を選ぶと自由に数式を記述できます。例えば、ガウス関数ならフィット式として以下の式を与えます。
　　　%00 * exp( (x%01)^2 / ( 2 * %02^2 ) ) + %03
　%01～%03の4個の数値が収束させたい係数です。次に、上の4個の係数の初期値を書き込みます。

　Ngraphにおける演算子の優先順位は普通の数学のそれとは異なります。
　　括弧  →  負の符号  →  ^  →  *  /  → +  
という順序なので、
　　　x^2

は

　　　(x^2)

ではなく

　　　(x)^2
と解釈されます。マイナス符号が現れる場所は要注意です。
◆ 軸トリミング

　グラフの一部を拡大して観察したいとき、次のように操作します。左側の下から8番目の「軸トリミング」アイコンをクリックし、ドラッグしてグラフ上の範囲を指定します。次に「All」ボタンを押すと、ドラッグして指定した範囲が新たなx軸とy軸の範囲に設定されます。

　元に戻すときは、上側の右から2番目の「Undo」アイコンをクリックし「All」を押した後、「Draw」を実行します。

　特定の軸のみ設定をクリアするには、Drawの左隣の「スケールクリア」アイコンを押し、クリアしたい軸を選択してから「OK」を押した後、「Draw」を実行します。

11.5  課題

(1) 「8月号の図8」「9月号の図6、図9、図13」の4つの図と同じグラフを作成し、クリップボード経由でWordに貼り込みなさい。データファイルはそれぞれsample.dat, exp1.dat, exp2.dat, exp3.datです。「右クリック」→「名前を付けてリンク先を保存」と操作して一旦ローカルのHDDにセーブしてから作業を始めて下さい。

　各々の図の中に書き込まれている凡例（レジェンド・テキスト）は省略してもかまいません。

(2) 以下の指示に従ってグラフを作成しなさい。
· 
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 の特性を持つ測定データlin.datをNgraphで表示しなさい。次に近似直線を求め、併せてグラフ中に書き込みなさい。近似曲線の傾きaと切片bの値（フィットの画面の「結果表示」ボタンをクリックすると表示されます）を書きなさい。ただし、明らかに測定ミスと思われる点は、近似直線を求める場合は除外すること。

· ガウス形の特性を持つ測定データgauss.datをNgraphで表示しなさい。次に、ガウス関数（正規分布を表す関数）で近似した場合の曲線を求め、グラフ中に書き込みなさい。ガウス関数は以下の式で表されます。
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Ngraphでの表現は以下のようになります
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Ngraph独自の仕様により、
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と解釈されるため、
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と書いてはいけません。
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という形にして下さい。

（ヒント）近似するときの初期値はある程度近い値を指定します。この場合、3つのパラメータ%00～%02の初期値は3つとも1に設定すると正しく収束します。
· 正弦関数のデータsin.datをNgraphで表示し、正弦関数で近似しなさい。近似した正弦関数の振幅と周期を求めなさい。

（ヒント）正弦関数を構成するパラメータは4個です。

以上の結果のグラフをWordに貼り込み、求めたパラメータの値を書きなさい。

(2) の解答例
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　　　　　　y = ax + bのグラフ　　　　　　　　　　　　ガウス関数のグラフ
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正弦関数のグラフと近似曲線
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